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令和4年度データを活用した産地と消費者をつなぐプロジェクト

消費者データ活用の手引き
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データ活用の手引き について

1

７．公開する資料・データについて

８．報告書の内容について

９．BIツールの内容について

１０．BIツールの操作マニュアル

３．本プロジェクトにおける消費者データについて

４．本プロジェクトにおける消費者データ分析の全体像

５．本プロジェクトにおける消費者データの活用事例

６．本プロジェクトにおける消費者データの活用方法

１．消費者データを活用する目的

２．消費者データとは
目的・意義

活用方法

公開内容
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１．消費者データを活用する目的

2

農産品の 独自価値

感じる価値

消費者ニーズ

対象の
農産品

農林水産物・食品の消費を担う消費者のライフスタイルは、コロナ禍の影響もあり、変化のスピードは上がって、関係
事業者は機動的・戦略的なアクションの必要性が高まっています。
そのような状況下では、農林水産物・食品の需要促進に有効な企画を考えるために、消費者がその農林水産物・食
品に対して「感じるニーズ」と「ニーズのある消費者のターゲット層」を把握することが重要です。

データの種類

自社 Company

自社業績の動向に関するデータ

消費者 Customer

消費者の動向に関するデータ

市場・競合 Customer

業態・分野の動向に関するデータ

ターゲット層
消費者

産品の需要促進に有効な企画
産品について消費者が感じる価値を反映できる有効な企画を市場投下（商品開発・プロモーションなど）

POINT

POINT
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２．消費者データとは

消費者データとは、その動向・ニーズを把握するための消費者の属性・行動データを指します。
デジタル化が進み、様々なサービス・接点から消費者の属性や行動のデータを収集することができるようになりました。
消費者データを保有している民間企業では、売れ筋などのニーズの変化はもちろん、需要変化の要因（変化を生じさせ

ている消費者層、そのペルソナ特性・価値観など）を分析し、マーケティングに活用しています。

データの種類

自社 Company

自社業績の動向に関するデータ

消費者 Customer

消費者の動向に関するデータ

市場・競合 Customer

業態・分野の動向に関するデータ

属性データ

趣味・価値観

職業・年収

性・年代

移動データ

行動データ

閲覧行動

情報発信

購買行動

コミュニティ

需要変化の要因

消費者個人の属性や行動のデータ消費者データを定量分析し、ニーズ・変化を把握

POINT

特徴となる商品

特徴となる属性

対象のセグメント

ライフスタイル

3
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２．消費者データとは

データの種類

自社 Company

自社業績の動向に関するデータ

消費者 Customer

消費者の動向に関するデータ

市場・競合 Customer

業態・分野の動向に関するデータ

属性データ

趣味・価値観

職業・年収

個人情報

現在地

行動データ

閲覧行動

情報発信

購買行動

コミュニティ

需要変化の要因

消費者個人の属性や行動のデータ消費者データを定量分析し、ニーズ・変化を把握

特徴となる商品

特徴となる属性

対象のセグメント

ライフスタイル

消費者は、下記のような消費者向けサービスを利用するために、個人情報を登録し、閲覧・購買・発信といった行動を
しています。民間企業では、そのような消費者データを収集・分析することで自社サービスの改善などに活用して顧客
に還元していくマーケティングの必要性が増しています。さらに、サービス利用者が多いプラットフォームを保有してい
る企業においては、消費者データの活用の幅を地域活性化など社会課題解決に活用する事例も増えてきました。

Webで検索されるデータ

位置・移動のデータ

SNSで発信されているデータ

様々なサービスで使える共通ポイントの購買データ

クレジットカードなど、決済サービスの購買データ

ECサイト・アプリサービスなどの利用データ

単一の小売・流通企業の利用・購買データ

消費者データを収集する接点の例（一部抜粋）

いつ・だれが・どこで・なにを行っているか
といった

消費者データを収集して分析

4
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３．本プロジェクトにおける消費者データについて

5

T会員約7,000万人に対して
上記のような様々な行動データがシングルソースに

つながっているビッグデータ（ID-POS購買データ）を活用

日用品
併買

対象分野の
食品併買

他分野の
食品併買

移動
データ

音楽併買

書籍・雑誌
併買

価値観
志向性

既婚など
ライフスタイル

情報

本プロジェクトでは、共通ポイントサービス「Tポイント」の消費者データを活用しております。
約7,000万人の会員基盤を持ち、１IDに対して様々な属性・行動データが紐づいたビッグデータを分析することで、
対象の農林水産物・食品の需要変化の要因たるターゲット層をセグメント（区分）し、その特徴を可視化します。

様々な視点で消費者ニーズを分析できる
Tポイントの購買データ

需要変化の要因たるターゲット層を把握

▼ID-POS購買データ分析でできること

ヒト軸でセグメントし
変化の要因たる
ターゲット層の特徴を
可視化

牛乳・乳製品の事例
未購入から一気にヘビーユーザーにランクアップした
人、ヘビーユーザーからライトユーザーにランクダウン
した人など、行動の推移から変化が著しい人を対象に、
変化のトリガーを分析しました。

事例

データの特性
１IDに様々なデータが紐づいており、上記のように人
軸でどのような特徴があるかを分析することができる
点が特徴です。Tポイントの購買データで消費者ニー
ズの特徴や要員を可視化し、ニーズの定量化につい
ては、WEBアンケートで補完しております。

注意点
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４．本プロジェクトにおける消費者データ分析の全体像

6

本プロジェクトでは、多面的に消費者データを活用し、消費者ニーズ・事業課題を明らかにすることで、需要促進の示
唆を提供致します。また、その示唆をヒントに、ステークホルダー（1次産業者・行政・関係事業者など）の皆様が事業に活用で
きるように報告書・ＢＩツールを公開します。

消費者データ活用の全体像

購買データで需要拡大の要因を分析。
ターゲット層をセグメントし特徴を可視化

把握できた需要促進の示
唆をもとに、ステークホル

ダーが事業活用

１で把握した要因を踏まえ、需要拡大で
きる要素をWEBアンケートで定量化

顕 在 化 し た ニ ー ズ 需 要 拡 大 の 要 因 潜 在 需 要 の 種

消費者ニーズの
現状を把握

需要拡大のトリガー
を把握

チャンス度の高い
消費者ニーズ把握

事業視点の
課題・評価点を把握

需要促進の示唆
を事業に活用

把握できた消費者ニーズ
について、関係者及び外
部事業者の意見・評価を
聞き、検討すべき点を把握

１．購買データ分析 2．WEBアンケート
3．ワークショップ・

産業調査 データ活用
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普段日本茶を飲まない
エントリー層の

消費者

５．本プロジェクトにおける消費者データの活用事例

7

新事業の企画立案に、日本茶（茶葉）に関する消費者データを活用した事例を紹介します。
（株）吉村様では、「令和3年度データを活用した産地と消費者をつなぐ実証プロジェクト」のレポート（消費者デー
タ）を新店舗のコンセプト設計に活用されています。「お気に入りの茶器と出会うことが普段あまり日本茶を飲まない
エントリー層のニーズの１つ」と考え、2022年11月3日 戸越銀座商店街にエントリーユーザーが気軽に茶器体験が
できる「茶雑菓」というお店をオープンしました。

ニーズに合った企画・体験を実現

企画開発に消費者データを「活用」

新コンセプトショップ
「茶雑菓」オープン
https://chazakka.com/

企画に反映 ニーズを知る
議論・

セッション

消費者データ

（株）吉村

【ご参考】令和3年度データを活用した産地と消費者をつなぐ実証プロジェクト https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/syouhisyatosannchi.html

【引用元】日本茶のオケージョンマップ
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/d
x/syouhisyatosannchi.html

茶器体験
の提案

引用：（株）吉村様HP
https://www.yoshimura
-pack.co.jp/tea-
marketing/日本茶オケー
ジョン/

新たな需要
を検討

https://chazakka.com/
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/syouhisyatosannchi.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/syouhisyatosannchi.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/dx/syouhisyatosannchi.html
https://www.yoshimura-pack.co.jp/tea-marketing/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%8C%B6%E3%82%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3/
https://www.yoshimura-pack.co.jp/tea-marketing/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%8C%B6%E3%82%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3/
https://www.yoshimura-pack.co.jp/tea-marketing/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%8C%B6%E3%82%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3/
https://www.yoshimura-pack.co.jp/tea-marketing/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%8C%B6%E3%82%AA%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3/
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消費者

６．本プロジェクトにおける消費者データの活用方法

8

消費者データを活用して消費者ニーズ・課題を明らかにし、需要促進策の示唆が得られる消費者データ活用方法を本
プロジェクトの成果として公開します（別途、報告書・BIツールご参照）。

【活用イメージ(一例)】対象テーマのステークホルダーが本プロジェクトの消費者データからニーズを知り、組織内部や
外部関係者と議論・セッションを行い、ターゲット層のニーズと対象農林水産物・食品の価値が合致した企画立案や改
善に活用

ニーズに合った企画・体験を実現

消費者データを元に企画を検討

店作り・PR商品・サービス

企画に反映

アウトプット

ニーズを知る

インプット

議論・セッション

プロセッシング

消費者データ

ステークホルダー
1次生産者・行政・関係事業者など

活用
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６．本プロジェクトにおける消費者データの活用方法

9

消費者データを議論の中心にして、「内部の社員・メンバーと商品開発やPRといった企画について検討する」「営業
部と商品開発部など組織の壁を超えて議論する」「知識に差のある外部の有識者と議論する」「企画の根拠を明確
にすることで結果に対する反省をする」など、消費者データを活用する方法・メリットは様々です。

どのようなデータを収集し、事業活用すべきか

継続的発展を考えるきっかけになります
組織・役割の壁を超えて

消費者視点で議論することができます

企画の根拠がないと、検討の立脚点がなく

反省・改善を行うことが困難です

データを元に、社員・メンバーと共に

消費者ニーズを議題に企画を検討

多くの社員が参画できる土台

商品開発と営業の周知結集

外部の有識者とも議論できる

売りっぱなしの防止

不測の事態でも発展に導ける
（企画者の離職異動等）

PDCAを回し、継続発展へ
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７．公開する資料・データについて

「令和4年度データを活用した産地と消費者をつなぐプロジェクト」では、「日本茶」「牛乳」「和食」「産地・環境に配
慮した農産品・食品（有機農産品・食品）」という4つのテーマについて、消費者データを活用し需要促進につながるポ
イントを分析しました。各テーマごとに、分析結果の「報告書」と消費者データを分析できる「BIツール」を公開します。
（※分析結果とは、「チャンス度のある消費者ニーズ」を可視化し、産品の需要促進の示唆を提示するためのデータ分析の結果です）

関心のある項目を探索・分析できる

BIツール（Tableau ダッシュボード）

分析結果の要点をまとめた

報告書（資料）

日本茶 牛乳

和食 産地・環境に配慮した農
産品・食品及び有機食品

＜注意＞ BIツールを活用する場合、インターネット接続が必要です。パソコンでの操作になります（スマホは非対応です）。
10

日本茶 牛乳

和食 産地・環境に配慮した農
産品・食品及び有機食品

農林水産省 令和4年度データを活用した産地と消費者をつなぐプロジェクト | Tableau Public

▼BIツールへのアクセスは、こちらをクリック（Tableauのページへ移動し、ダッシュボードが開きます）

https://public.tableau.com/app/profile/cccmarketing/viz/4_16781665512980/TOP_1?publish=yes
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７．公開する資料・データについて

令和4年度データを活用した産地と消費者をつなぐプロジェクトにおいて、公開される「報告書」「ＢＩツール」の掲載
対象範囲は下記になります。

11

公開する消費者データについて

購買データで需要拡大の要因を分析。
ターゲット層をセグメントし特徴を可視

化

把握できた需要促進の
示唆をもとに、ステーク
ホルダーが事業活用

１で把握した要因を踏まえ、ターゲット
別にチャンス度の高いニーズ・要素を

WEBアンケートで定量化

消費者ニーズの
現状を把握

需要変化の要因た
るターゲット層把握

チャンス度の高い
消費者ニーズ把握

事業視点の
課題・評価点を把握

需要促進の示唆
を事業に活用

把握できた消費者ニー
ズについて、関係者及
び外部事業者の意見・
評価を聞き、検討すべき

点を把握

１．購買データ分析 2．WEBアンケート
3．ワークショップ・

産業調査 データ活用

BIツールの掲載対象

報告書の掲載対象

手引書
（本資料）
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８．報告書の内容について

報告書は、プロジェクトの目的・分析のプロセス・分析結果のサマリを記載しております。

【報告書概要】 （テーマによって実施内容が異なります）

データ分析プロセス及び全体を通じた結果のサマリを知りたい方は、「各テーマの報告書」をご覧ください。

12

１．対象テーマの消費者動向（需要変化のトリガーになっている要因）を把握

データを活用した産地と消費者をつなぐプロジェクトの概要説明

対象テーマに関する委託事業の結果報告

２．対象テーマのチャンス度の高い消費者ニーズを把握

3.対象テーマの事業者による評価・意見を踏まえ、２の結果に対し検討すべきポイントを把握

□ 購買データ分析 変化の要因たるターゲット層をセグメント（区分）し、その特徴を可視化

□ その他分析 テーマごとに、必要な多様な消費者データを活用（各テーマの報告書ご参照）

□ WEBアンケート １で把握できた消費者動向から、チャンス度の高い消費者ニーズを定量化

□ 関係事業者ヒアリング 農林水産省関係事業者から、2の分析結果に対する評価・意見をヒアリング

□ 外部事業者への産業調査 外部事業者から、２の分析結果に対する評価・意見をヒアリング

１～３の消費者データ分析結果のサマリ
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※CCCMKホールディングスでは、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

９．BIツールの内容について

データ分析結果についてステークホルダー（1次産業者、行政、関係事業者など）の皆さまが、関心の高いターゲット層や項目
を自分で探索・分析しやすいBIツールのダッシュボードを公開します。前項報告書の「1．購買データ」「２．WEBアン
ケート」の分析結果が、BIツールの対象です。

13

TOPページ
４テーマのうち対象を選択

牛乳・乳製品

和食 産地や環境を考慮した農産
物・⾷品および有機食品

Click!!

日本茶

人物像を把握する

チャンス度の高いニーズ

１．Tポイントの購買データ分析

需要変化の要因たるターゲット層（消
費者）について、セグメントごとの特徴

を把握することができます

2．WEBアンケートの調査結果

ターゲット層別に、WEBアンケートで
定量化したチャンス度の高い消費者

ニーズを把握することができます
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※CCCMKホールディングスでは、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

９．BIツールの内容について

データ分析結果についてステークホルダー（1次産業者、行政、関係事業者など）の皆さまが、関心の高いターゲット層や項目
を自分で探索・分析しやすいBIツールのダッシュボードを公開します。前項報告書の「1．購買データ」「２．WEBアン
ケート」の分析結果が、BIツールの対象です。

14

TOPページ
４テーマのうち対象を選択

牛乳・乳製品

和食 産地や環境を考慮した農産
物・⾷品および有機食品

Click!!

日本茶

人物像を把握する

ターゲットごとに
属性・ニーズを把握

１．Tポイントの購買データ分析

需要変化の要因たるターゲット層（消
費者）について、セグメントごとの特徴

を把握することができます

2．WEBアンケートの調査結果

ターゲット層別に、WEBアンケートで
定量化したチャンス度の高い消費者

ニーズを把握することができます
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１０．BIツールの操作マニュアル ～TOPページ～

15

1. ４つのテーマのうち、１つを選定し、クリック

TOPページです。テーマを１つ選択肢クリックします。 （※初めての方は２・３をご確認ください）

２. このダッシュボードでわかることが掲載 ３. お困りのときのアクションを掲載

Click!
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１０．BIツールの操作マニュアル ～テーマの分析TOP～

16

対象テーマの分析TOPページです。使い方のヒントをクリックし、分析項目を把握します。

確認したい分析項目をクリックできます

Click!

分析の要件定義が記載されております

使い方のヒントを表示

ココをクリックすると、使い方について
の説明が表示されます
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※CCCMKホールディングスでは、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

１０．BIツールの操作マニュアル ～テーマの分析TOP～

17

分析TOPページの詳細は右上の「使い方のヒントを表示」をクリックすると説明が表示されます
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１０．BIツールの操作マニュアル ～人物像を把握する～

18

対象テーマの分析TOPページから、「人物像を把握する」をクリックします。

人物像を把握する

Click!

人物像を把握する分析の要件定義が記載され
ております
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※CCCMKホールディングスでは、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

１０．BIツールの操作マニュアル ～人物像を把握する～

19

ターゲット可視化ボードでは、ターゲット層ごとにの属性・でもグラフィック・志向性把握できます。

分析内容が分からない場合は「使い方のヒントを表示」をクリック。

気になるターゲット層を選択→
Click!

気になるターゲットを選択

まず、ここで気になる消費者ターゲッ
ト層を選定すると、選定ターゲット層

の特徴画面が表示されます

使い方のヒントを表示

ココをクリックすると、使い方について
の説明が表示されますテーマの分析

TOPに戻る

このアイコンをクリッ
クす
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１０．BIツールの操作マニュアル ～人物像を把握する～

20

ターゲット可視化ボードは右上の「使い方のヒントを表示」をクリックすると説明が表示されます
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１０．BIツールの操作マニュアル ～消費者ニーズ各項目（赤枠）～

21

対象テーマの分析TOPページから、「飲用実態と飲用・非飲用理由」をクリック

Click!

赤枠分析の要件定義が記載されております

確認したい分析項目をクリックできます
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※CCCMKホールディングスでは、セキュリティ上、厳重に管理された環境のもとマーケティング分析を行い、分析結果には個人を特定できる情報は含まれません

１０．BIツールの操作マニュアル ～消費者ニーズ各項目～

22

飲用実態と飲用・非飲用理由では、左上の利用推移別の特徴が表示されます。

利用量推移をクリック

消費者の利用量ごとの目的・非飲
減飲む理由など、ニーズが把握で

きます

Click!

他の分析項目をクリック

こちらをクリックするとＴＯＰページを
経由せず、遷移できます。
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１０．BIツールの操作マニュアル ～消費者ニーズ各項目～

23

飲用実態と飲用・非飲用理由では右上の「使い方のヒントを表示」をクリックすると説明が表示されます
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１０．BIツールの操作マニュアル ～消費者ニーズ各項目（赤枠）～

24

他の2分析項目も同様の見方になります

Click!

赤枠分析の要件定義が記載されております

確認したい分析項目をクリックできます

Click!



/

https://www.cccmk.co.jp/


	消費者データ活用の手引き
	データ活用の手引き　について
	１．消費者データを活用する目的
	２．消費者データとは
	２．消費者データとは
	３．本プロジェクトにおける消費者データについて
	４．本プロジェクトにおける消費者データ分析の全体像
	５．本プロジェクトにおける消費者データの活用事例
	６．本プロジェクトにおける消費者データの活用方法
	６．本プロジェクトにおける消費者データの活用方法
	７．公開する資料・データについて
	７．公開する資料・データについて
	８．報告書の内容について
	９．BIツールの内容について
	９．BIツールの内容について
	１０．BIツールの操作マニュアル　～TOPページ～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～テーマの分析TOP～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～テーマの分析TOP～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～人物像を把握する～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～人物像を把握する～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～人物像を把握する～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～消費者ニーズ各項目（赤枠）～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～消費者ニーズ各項目～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～消費者ニーズ各項目～
	１０．BIツールの操作マニュアル　～消費者ニーズ各項目（赤枠）～
	スライド番号 26



